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はじめに 

本校の屋上は非常に見晴らしが良く、本校天文気象部

では 75 年前に視程の観測を始めた。1 度途絶えた後、20

年ぶりに再開し 1)、現在も毎日 2 回の目視観測を行って

いる。夏には東側の都心方面に積乱雲の発達を見る機会

も多く、その過程に興味を持った。そこで、先輩が 2020

年に製作した視程観測のための観測装置（小型コンピュ

ーターでカメラを制御して自動撮影する）2)を応用した

装置を製作し（図 1.2）、都心方面の積乱雲を撮影して、

積乱雲の発生や発達過程を調査することを目標とした。

図 1 観測装置の概要           図 2 観測装置 

しかし、約 30km 離れた積乱雲の位置を 1 地点から撮影

した画像から判定するのは難しかった。そこで、2 台の

タイムラプスカメラを用いて、2 地点から撮影した画像

を活用し、積乱雲の位置を推定することを目指した。 

研究方法 

①タイムラプスカ

メラ(図 3)を地点

A・B に設置し、1 分

間隔でインターバ

ル撮影を行った。     

図 3 使用したタイムラプスカメラと設置場所      

②図 3 のカメラの広角レンズによる歪みを補正した。 

③歪みを補正した画像データから、雲の方角を推定した。 

④両観測地点から雲が見えた方角に直線を引き、2 直線

の交点が雲の位置だと推定した。 

⑤ひまわり 8 号の衛星画像 3)を使用して、推定した雲の

位置を検証した。 

結果 

①6 か月間(2021 年 10 月～2022

年 3 月)継続して撮影を行った。 

②歪み補正後の画像は、大部分

で歪みが少なくなった(図 4)。 

③地点 A・B から撮影した、位

置を推定した雲（赤丸と青丸、

赤四角と青四角の二点ずつ）を 

図 5 に示した。         図 4 歪み補正前(上)と後(下) 

図 5 地点 B(左)と地点 A(右)から撮影した雲 

④2 直線の交点から推定した雲の位置(黄色印)をそれぞ

れ図 6 に示した。 

図 6 推定した雲の位置（左:四角 右:丸） 

⑤衛星画像と推定した雲の位置を比較した。(図 7) 

本手法で推定

した雲の位置

と衛星画像か

ら推定した雲

の位置は約 3

～5km ずれて

いた。        図 7 図 5 と同時刻のひまわり 8 号の衛星画像 

(黄丸:丸で囲まれた雲、黄四角:四角で囲まれた雲) 

考察 

撮影した画像は、雲が一面に広がっていたり、雲の輪

郭がはっきりしていなかったりすることが多く、雲の位

置推定に適した特徴的な雲を見つけることは難しいと分

かった。また、雲は空気中に立体的に広がっていて、形

は常に変化するため、2 つのカメラのみで雲の位置を正

確に捉えることは難しく、より多くの観測地点から観測

することが必要だと分かった。 

まとめと今後の展望 

積乱雲を撮影するための新たな観測機器を製作した。

2 つのタイムラプスカメラを用いて雲の位置推定を行っ

たが、雲の位置を正確に推定することは難しかった。 

今後は、雲を観測するカメラを 3 地点に設置し、雲の

位置推定の精度を高める。夏期には、気温・湿度・風向・

風速などの気象データも併せて利用し、積乱雲の発達要

因やゲリラ豪雨との関連を探る。 
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